
日本語訳：
嘉義県の皆様、そして台湾の皆様
岩泉町小本を支援していただき
本当にありがとうございました。
いま、小本のみんなは、
とても元気です。

ふるさと岩手応援寄付（ふるさと納税）  13億円
（令和2年7月末現在）

これまでいただいた支援の状況
東日本大震災津波発災以降、国内外の皆様から多大なご支援や励ましをいただき、心より厚く御礼を申し上げます。

復興が着実に進むよう、全力で取り組んで参りますので、引き続きご支援をお願いいたします。

（メッセージは、沿岸地域にお住まいの方々からいただいたものであり、背景の写真は復旧・復興の様子を表すイメージです。）

　支援と交流を通じ、多くのつながりや絆が生まれま
した。今後とも、被災者と被災地に寄り添うご支援をお
願いいたします。

活動ボランティア受入人数  延べ568,884人
（令和2年7月末現在）

問合せ先：岩手県社会福祉協議会
ボランティア・市民活動センター  ☎019-637-4483

　教育の充実のための奨学金、教科書や制服の購入費、修学旅行や部活動へ
の参加経費など、被災地の子どもたちの「くらし」と「まなび」のために活用させ
ていただいております。 
※ いわての学び希望基金には、ふるさと納税からも一部が寄附されています。

いわての学び希望基金  102億円
（令和2年7月末現在）

　被災者の生活支援や住宅再建支援、
雇用確保や産業の復興に活用させて
いただいております。

寄附金  197億円
（令和2年7月末現在）

問合せ先：保健福祉部保健福祉企画室
☎019-629-5408

　被災された方々の生活再建の
ために活用させていただいてお
ります。

義援金  543億円
（令和2年7月末現在）

問合せ先：復興局生活再建課
☎019-629-6926

問合せ先：復興局復興推進課  ☎019-629-6922

問合せ先：ふるさと振興部地域振興室  ☎019-629-5184

　三陸沿岸振興、ラグビーワールドカップ2019TMを契機
とした観光客の受入れ基盤等の整備や国際リニアコラ
イダーの実現など、岩手県の施策を推進するために活用
させていただいております。

〒020-8570
岩手県盛岡市内丸10番1号  TEL：019-629-6945
掲載している写真・図表の転載・複製は固く禁じます

東日本大震災津波からの復興



2011年3月11日
これまで当たり前だった景色が一変した

安全の確保 なりわいの再生

（震災直後 宮古市）

（震災直後 陸前高田市） （震災直後 久慈市）

復興道路開通 漁村地域再生

防潮堤整備 大型商業施設開業

暮らしの再建 伝承発信

鵜住居復興スタジアム

三陸鉄道震災学習列車災害公営住宅

高田松原津波復興祈念公園
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（#iiiwate 見つけて教えてキャンペーン2020に寄せられたメッセージの一部を紹介します。）
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■名称〈発生日時〉

東日本大震災津波 
〈平成23年3月11日（金）14時46分頃〉
※ 地震による震災の名称について、政府は「東日本大
震災」としていますが、岩手県では「東日本大震災津
波」と表記することとしています。

■震央地
三陸沖・牡鹿半島の東南東約130km付近 
（北緯38°06.2’／東経142°51.6’）
■震源の深さ・規模
24km・マグニチュード9.0

■本県の最大震度
震度６弱：大船渡市、釡石市、滝沢村、矢巾町、
花巻市、一関市、奥州市、藤沢町
■津波の最大波
[宮　古]  11日15時26分  8.5ｍ以上
[釡　石]  11日15時21分  4.2ｍ以上
[大船渡]  11日15時18分  8.0ｍ以上
[久慈港]  8.6ｍ （推計値）
■人的被害（令和2年7月末現在）
死者（直接死）：4,674人 　行方不明者：1,112人
死者（関連死）：   469人
■住家被害
（全壊及び半壊） 26,079棟

東日本大震災津波からの復興

〒020-8570
岩手県盛岡市内丸10番1号  TEL：019-629-6945
掲載している写真・図表の転載・複製は固く禁じます



　「いわての学び希望基金」は、東日本大震災津波で親を失った子どもたちなどの「くらし」と「まなび」
を支援するため、平成23年6月に設けられました。大震災津波から10年目を迎えた今でも国内外から
多くのご寄附をいただき、令和２年１月には、寄附金総額が100億円を超えました。県では、小冊子「い
わての学び希望基金活用状況のご報告」を発行し、寄附者への感謝の気持ちを伝えるとともに、被災
地の子どもたちの状況を発信し、大震災津波の風化防止や更なる支援を呼びかけています。

　平成23年3月11日に発生した東日本大震災津波により、私たちは多くの尊い命を失いまし
た。この悲しみを繰り返さないためには、知恵と技術で備え、自ら行動することにより、様々な自
然災害から命を守り、そして、自然災害を乗り越えていくことが重要です。東日本大震災津波伝
承館は、先人の英知に学び、東日本大震災津波の事実と教訓を世界中の人々と共有し、自然災
害に強い社会を一緒に実現することを目指します。そして、東日本大震災津波を乗り越えて進む
姿を、支援への感謝とともに発信していきます。

　東日本大震災津波の記憶を風化させないため、平成29年3月から、「いわて震災津波アーカイブ～希望～」を開設しています。
　このアーカイブでは、被災地の写真や新聞記事、「津波てんでんこ」などの事例等、東日本大震災津波に関連する約24万点
の資料を検索・閲覧できますので、ぜひご覧ください。

いわての学び希望基金

そなえ

あの日を忘れない！
津波が海をのみこんだ

結いの力

地域の人たちの
助けがあったからこそ

支援から絆へ

心からの感謝！
絆が乗り越える力に

配慮が
必要な人へ
手を携え、

共に生きていくために

前例なき対応

命を守る、
あきらめない、力を尽くす

ふるさと
いわて三陸
希望郷いわて －
この地で生きる

■大学卒業生〈H23年度〉

奨学金等を受けた子どもたちからのメッセージの一部を紹介します

■高等学校２年ソフトテニス部〈H26年度当時〉 ■高等学校３年〈H27年度当時〉
当時大学３年生で、２人の弟は生き残

り、両親が亡くなりました。「弟たちをど
うやって生かしていこう」と大きな不安
がありましたが、本奨学金をはじめ多く
のご支援のおかげで「やっていける」と
いう希望に変わりました。本当にありが
とうございました。

皆様からのご支援のおかげで大会に
全力で臨むことができています。このこ
とを忘れずに練習に励み、皆さんに恩返
しとして良い結果を残したいです。また、
これからの大船渡を元気づけるために
も頑張ります。温かいご支援ありがとう
ございます。

■４年制大学看護学部卒業生〈H26年度〉
震災で母を亡くし、いつ自分が死ぬの
かと考えると言葉で表せないくらい恐ろ
しかったです。しかし、いわての学び希
望基金やたくさんの人々のおかげで勉強
に集中でき、小学生からの夢である看護
師になれました。ご支援いただいた寄附
者の皆様に心から感謝申し上げます。

奨学金を頂いて３年目になります。母
の仕事場が全壊し、１年間仕事がない
中で高校進学を決めなければなりませ
んでした。その際、奨学金を頂き、志望し
ていた私立高校に入学できました。この
奨学金に寄附をして頂いた方に感謝の
気持ちでいっぱいです。

■４年制大学農学部卒業生〈H27年度〉
あの日、突然多くのものを失いまし

た。当時、これ以上周囲の負担になる
まいと両親と約束していた進学を諦めて
いました。そんな私が進学を決意した
のは、皆様の温かい支援があったから
でした。「顔を知らずとも応援してくださ
る人がいる」ことがいつも心の支えで
した。心より感謝申し上げます。

■高等学校３年〈H28年度当時〉
私は、調理師の資格を取るために勉
強を頑張っています。将来は、今まで頂
いた御恩に応えるためにも、多くの人に
支えられていることを忘れず、人の役に
立つ思いやりのある調理師になりたいで
す。寄附者の皆様、本当にありがとうご
ざいました。

■４年制大学政策系学科卒業生〈H28年度〉
大学卒業までの６年間、いわての学び
希望基金奨学金を受給させていただき
ました。大学では地元自治体の復興に
ついて卒業論文を作成しました。現在
は、憧れていた鉄道の仕事に就けまし
た。今後は地元の発展に貢献したいで
す。今までご支援してくださり、本当にあ
りがとうございました。

■高等学校３年〈H29年度当時〉
皆様が寄附してくださるおかげで、大
学で歴史遺産の勉強ができます。母を
失った時、大学には行けないと諦めてい
ましたが、顔も声も分からない皆様の優
しさ、人情により大学へ行けます。どん
な形でも皆様へ恩返しができるよう頑張
ります。皆様がこれからも健康で平和に
暮らせることを祈ります。

■高等学校３年〈R1年度当時〉

■専門学校卒業生〈H29年度〉
当時学生だった私は、まともに学校に

通えないんじゃないかと毎日、避難所の
体育館で考えていました。しかし、今、こ
うして社会人となり生活出来ているのは
奨学金を寄附してくださった皆様のおか
げです。お世話になった方々に恩返しが
できるよう頑張ります。

■高等学校３年〈H30年度当時〉
被災して父を亡くし、失くしたものの
多さにとても不安になりました。今、高校
に通えているのは多くの人の支えがあっ
たからです。私はこの経験をして、医療
に興味を持ち、看護師という夢ができま
した。「感謝」を忘れず、頑張ることを忘
れず、いつか恩返しをしたいです。

■専門学校卒業生〈H30年度〉 ゲーム制作会社勤務
皆様から頂いた温かいお言葉や寄附
のおかげで、夢であったゲーム制作会社
に就職が決まりました。将来は、ゲーム
を通じて笑顔と楽しさを世界中の方々に
伝えたいです。感謝の気持ちを忘れず、
これからも日々努力していきます。本当
にありがとうございました。

小４の時に父と祖父母を亡くし、とても
悲しかったのですが、父と祖父母に勉強を
頑張りなさいと言われたことを思い出し、
勉強と部活動を両立できました。特に部活
動では、全国大会で入賞でき、現在も大会
に向け練習中です。私が頑張りたいこと
に向き合えるのも寄附者の皆様のおかげ
です。本当にありがとうございました。

東日本大震災津波伝承館
公式HPはこちら

いわて震災津波アーカイブ
～希望～ はこちら

いわての学び希望基金について
はこちら

伝承館のデジタルメッセージボードに寄せられた内容の一部を紹介します

【アーカイブの６つのテーマ】

東日本大震災津波からの復興

〒020-8570
岩手県盛岡市内丸10番1号  TEL：019-629-6945
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いわて復興だより紙面版
HPはこちら

　復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介するため、平成23年７月から、復興情報発信誌
「いわて復興だより」を発行しています。
　「いわて復興だより」では、「被災地・三陸の復興に向け、熱い想いを持ち、活躍する方 ＝々いわ
てさんりくびと」を取り上げています。これまで111名の方々の復興への想いを発信してきまし
た。岩手の復興のシンボルである三陸鉄道の運転士さんや、沿岸市町村の地域おこし協力隊
の方など、様々な分野の皆さんが思い思いのメッセージを掲げています。
　このボードには、創刊号から令和２年８月号までに登場した“いわてさんりくびと”111名が大集合しました。
　「いわて復興だより」は、県ホームページからご覧いただけます。

いわて復興だより

〒020-8570
岩手県盛岡市内丸10番1号  TEL：019-629-6945
掲載している写真・図表の転載・複製は固く禁じます

東日本大震災津波からの復興
～「いわて復興だより」号外～

いわてさんりくびと大集合！
地元の底力と様々なつながりの力

復興に向け
活躍している

“さんりくびと”
が大集合しました。
皆様からの

熱いメッセージを
ご覧ください！

復興に、
まちづくりに
取り組んでくれて
ありがとう！


